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同窓会通信－野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

  

酪農学園の現況（2021年度） 
 

〇酪農学園大学（2021.5.1） 

学生数：3,336名 

（大学3,268名、大学院68名） 

教職員：332名（教員178名、職員154名） 

〇とわの森三愛高等学校（2021.5.1） 

生徒数：1,057名 

（全日制：普通科779名、 

 アグリクリエイト科109名） 

（通信制：普通科148名、 

  農食環境学科 21名） 

教職員：69名（教諭56名 職員13名） 

 

入試状況（2021年度入試） 

〇酪農学園大学 

 総定員７００名 入学者数６７１名 

〇とわの森三愛高校 

 総定員３００名 入学者数３５０名 
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２０２２年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １， ７４２名 

 大   学 計   ３３，７５５名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２１，５５６名 

 合 計 計   ６６，５４０名 

 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計 ＊９１，５１７名 

 

   総合計 １５８，３６０名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

 

  酪農学園基金からの実績報告 

 
 先頃、酪農学園基金から以下のとおり 

〇２０２２年度における寄付金受入報告があ

りました。 

申込件数       １，３００件 

金  額  ６６，２７３，４１２円 

区分 一般寄付 745件 8,684,853円 

   特定寄付 519件 35,043,238円 

   奨学寄付   36件 22,545,321円 

 

〇２０２１年度からの累積 

申込件数       ２，５７１件 

金  額 １２１，４８０，８５４円 

区分 一般寄付 1,688件 19,989,210円 

   特定寄付  819件 63,043,238円      

         奨学寄付   64件 37,597,321円 

 

〇卒業生からの寄付金内訳は 

件数   ３４１件 

金額 ７，４７６（千円）でした。 

 皆様の母校支援に厚くお礼を申し上げます

とともに今後ともよろしくお願い申し上げま

す。 

 同窓会からのご案内 

 
 同窓生の皆様、お元気でしょうか？ 

 酪農学園同窓会（旧連合会）は１９７３年

に設立され、今年度、５０周年を迎えます。   

 同時に酪農学園も創立９０周年の節目の年

にあたり、９月２９日には記念式典を挙行す

る予定で準備が進んております。 

 また９月２３日（土）にはホームカミング

デーの記念礼拝・記念講演が学園周年事業の

一環として行われます。講師にはＷＢＣヘッ

ドコーチに白井一幸氏に講演いただく予定で

す。会場は下記の黒澤記念講堂で１３時３０

分より行われます。是非同窓生お誘いあわせ

のうえ、ご参加いただければ幸いです。 

   



単位同窓会総会報告            

第７巻 第４号（通号７７号） 

  短期大学部同窓会総会報告 

 去る5月１７日（水）午後６時から同窓生会館二階特別展示

室を会場に開催された。 

 出席者は古川会長以下８名。酪農学園同窓会から加藤会長

（講師）、事務局が出席。 

議案は第１号２０２２年度事業報告、第２号２０２２年度会計

報告、第３号２０２２年度監査報告、第４号２０２３年度事業

計画、第５号２０２３年度会計予算 その他。 

 前年５月２０日に役員会を開催し、一年延期した役員改選を

役員会で承認しており、黒澤敬三会長から古川豊記新会長に交

代を含め役員が大幅に変更されている。今回の総会では提案さ

れた議案第１号～第５号をすべて承認し、約３０分程度で議事

を終了した。 

 その後、加藤清雄同窓会長の講話が約１時間程度行われた。

テーマは酪農学園同窓会の活動状況。 

 スライドによる自己紹介、同窓会の活動状況ののち、ご専門

の獣医生理学分野での知っておきたい牛の特性、身近な生理学

の講義をしていただいた。 

 非反芻動物の繊維素の消化、反芻動物の栄養素利用の特徴、

さらに腸管の微細構造と吸収表面積、炭水化物の消化等につい

て、わかりやすく紹介した。細菌増殖防止の仕組みや糖の吸収

にはナトリウムが必要なこと等身近に役立つ情報も提供した。 
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 大学同窓会校友会理事・代議員会報告 

 

 ５月１９（金）午後６時から、新さっぽろアークシティホテ

ルの４階ハマナスを会場に、２０２３年度の理事・代議員会が

理事・代議員他関係者１６名の出席により開催された。 

加藤清雄事務局長の司会で進行し、野英二会長から開会挨拶が

行われた。 

 議事は恒例により会長を議長にして行われ、議事録署名人に

は浦川利幸理事、岡本吉弘代議員が選出された。 

 議事は第１号として（２０２２年度事業報告、収支決算、監

査  報告）、第２号として（２０２３年度事業計画と収支予

算）、第３号として（代議員の追加選出案について）、それぞ

れ事務局から提案され、承認された。 

 コロナ禍による入学生の減少や退学者増から収支状況が悪化

しており、予算削減や特別会計からの基金取り崩し案が提案さ

れ、承認された。 

 その他では会則の表記についての修正提案および酪農学園同

窓会への統合について協議した。最後に志田和仁副会長から閉

会挨拶が行われ、閉会となった。 

 総会終了後、７時半過ぎから別室（アカシア）を会場に懇親

会が４年ぶりに開催され、和気藹々として懇談の時間を持つこ

とができ、最後に酪農讃歌を全員で合唱しお開きとなった。  



同窓会開催報告           
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同窓会通信－野幌だより－ 

 中部地区石川県支部総会報告 

 令和5年（2023年）7月9日午前11時よりホテル金沢（金沢

市堀川新町1番1号）に於いて酪農学園同窓会石川県支部令和

5年度総会が藤井敏夫支部長（大学酪農9期）の呼かけにより

開催されたので次のとおり報告します。 

総会は学園同窓会本部より加藤清雄会長、大学より岩野英知

学長、また当日総会に前もって開催された同窓会中部地区長

会議に参加された4名の支部長、計6名の方を来賓として迎

え、一般参加者20名を合わせて総勢26名の参加者数で開催さ

れた。 

 支部長挨拶のあと学園からの来賓2名からご挨拶のお言葉

を頂戴し他の来賓4名のお名前紹介後、報告及び議案審議に

入った。全体の司会進行は戌亥支部事務局長（獣医9期）が

行い議事進行は藤井支部長が議長として執り行った。 

 支部事務局長より総会資料を参照しながら支部活動報告及

び県内同窓生の報告、会計報告の後、会計監査人藤井敏夫よ

り監査報告がなされた。議長よりここまでの報告について異

議申し立て、質問の有無が参加者に対して問われたが質問、

異議ありの者は認められなかった。 

 続いて事務局長より会則の改正案、新役員の選任案の説明

があった。 

 会則の改正案は石川県支部の金融機関口座の名称変更申請

にあたり現行会則では不備があるため改正をする旨、新役員

の選任案は支部運営スタッフの若返りを図りより活発な支部

運営を目指すことが目的である旨の説明があった。 

 上記2件の審議事項について議長が異議の有無を参加者に

問うたが異議を訴える者認めず賛成多数として会則の改正案

と新役員の選任案は可決された。 

 その後新役員のお名前紹介がなされ新役員を代表して高来

直人氏（短大酪農27期）が就任の挨拶をされた。 

参加者全員の集合写真撮影を同窓生のプロ写真家千歩純義氏

が撮り総会は終了した。 

 総会終了後引き続き吉田裕行氏（獣医13期）の司会進行で

懇親会が開催され参加者それぞれが皆の前で学園生活の想い

出話や卒業後現在に至る履歴や近況が報告された。加藤会

長、岩野学長を囲んで想い出話に花を咲かせているうちに

あっという間に歓談の時間が過ぎ、最後は恒例の酪農賛歌を

加藤同窓会長の指揮の元、皆で大合唱し再開を約束して同窓

会を終了した。 

 今回の総会には学園から同窓会長並びに学長、中部地区か

ら4人の支部長、支部からは若い男女の同窓生が複数名参加

下さり穏やかで華やかな特に思い出深いものとなった。 

（文責 戌亥一朗） 

    関東甲信越地区千葉県支部総会報告 
 
 令和５年７月

１日14時より

梅雨前線の北上

で時折激しい雨

が降る中、千葉

県教育会館本館

２階会議室にお

いて、令和元年

６月以来４年ぶ

りに集合対面形式による総会を、高校、短期大学、大学卒業の

支部会員総数23名参加のもと開催しました。来賓として加藤

清雄同窓会会長、清澤城次とわの森三愛高等学校校長、岡田勉

関東甲信越地区会長、埼玉県支部から後藤久雄様、神奈川県支

部から早田俊輔様のご臨席を賜りました。 

 総会は山田裕康事務局長の進行により、鈴木邦夫支部長が挨

拶の後、議長に任命され議事に入り、第１号議案から第４号議

案まで無事承認されました。 

 議事の後に加藤同窓会会長、岡田地区会長からご祝辞を頂戴

し閉会となりました。 

 総会に続いての講演会は、とわの森三愛高等学校 清澤城次

校長より「酪農学園の現況について」、また、支部会員でもあ

る、（株）マザー牧場取締役執行役員 総務部長 林茂氏より

「南房総の魅力 ～マザー牧場～」、千葉県立安房拓心高等学

校 石村行弘先生より「和牛造りの文化息づく地域を目指し

て」のご講演をいただき、時代の激しい変化のなか、それぞれ

の持ち場で活躍されている姿に酪農学園の建学の精神を感じま

した。 

 また、船橋市で酪農学園卒業生が営んでいる皆川牧場さんか

ら、某有名ホテルのレストランにも納品している、船橋産チー

ズ（フレッシュチーズセット）を数量限定で特別に提供してい

ただき、あっという間にソールドアウトになってしまいまし

た。 

  総会・講演会の会場は、新型コロナの長期ブランクの影響

か音声機器の障害などハプニングもあり、予定時間をオーバー

してしまいましたが、ちょうど雨も上がり、一同交流会場に向

かいました。 

交流会場は鮮魚料理を出す名店「おんじゅく丸」で、みなさん

コロナ禍による４年のブランクを埋めるように近況などを語り

合い、美味しい旬の肴とお酒を酌み交わし、あっという間にお

開きの時間になりました。そして締めは「酪農讃歌」を合唱

し、名残を惜しみました。（文責：森田秀雄）  



〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 
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 酪農学園大学 

ブランドマークと 

キャッチフレーズ 

 関東甲信越地区群馬県支部総会報告 

 酪農学園同窓会群馬県支部の定期総会が、令和５年７月２

日（日）に高崎市の「エテルナ高崎」で開催されました。 

来賓には、加藤同窓会長、清澤とわの森三愛校長、岡田関東

甲信越会長、鈴木千葉県支部長、横塚埼玉県支部長代理、早

田神奈川県支部長代理をお迎えし県内参加者22名、合計28

名での定期総会となりました。 

 令和2年6月に予定した定期総会が新型コロナの感染拡大

のため中止となり、前回の総会から6年ぶりの開催でしたが

盛会な集まりとなりました。 

 総会では役員改選を含めた全議案が無事承認され、その後

来賓に祝辞を賜りました。加藤様からは同窓会本部の近況、

清澤様からは学園全体の近況、岡田様からは各県の活動状況

をお話し頂きました。 

 記念講演では、酪農学園大学ＯＢであり、前橋市で須藤牧

場を経営している須藤氏にお願いしました。タイトルを「よ

うこそ ホテル須藤牧場へ」とし、乳牛はホテルに宿泊する

お客様、人間はお客様をもてなすホテルマンと考えて牧場を

運営していく内容でした。非常に中身の濃い講演となり感謝

申し上げます。 

 その後、集合記念撮影を実施して懇親会となりました。乾

杯に始まり非常に和気あいあいと懇談が進み、盛会のうちに

終宴となりました。（文責：事務局 宮内誠） 

 牛歩会（大学柔道部OB会）開催報告 

 大学・短期大学の柔道部同窓会（正式名称：酪農学園柔道部牛

歩会）が２０２３年６月３日（土）に札幌市内のTKPガーデンシ

ティ札幌駅前で開催されました。同会は３年に１度開催されてお

りましたが先般の新型コロナウイルス感染症の影響を受け１年延

期の４年ぶりの開催となり今回が記念すべき１０回目を迎えまし

た。懇親会に先立ち、大学キャンパス内の道場（健身館）に現役

部員を加え、卒業生十名程が集まり、対面にて合同稽古を行いま

した。卒業生も稽古に加わり現役部員にとって良い経験となりま

した。 

 合同稽古後は、会場をTKPガーデンシティ札幌駅前に移し総

会・懇親会を行いました。これには卒業生および来賓３５名、在

学生１２名の計４７名が出席しました。総会開会に先立ち亡くな

られた２名の卒業生に対して黙祷を捧げました。続いて飯田進作

会長（１９７０年卒）挨拶の後、議事に移り、事業報告、会計報

告、事業計画が了承されました。その後、役員改選が行われまし

た。会長には引き続き飯田進作会長が再選され、また、長年副顧

問として酪農学園大学柔道部を支え、現在学外指導者である十倉 

宏氏が名誉顧問に就任されました。 

 今回で６回目となった卒業生による記念講演では２つの講演が

ありました。金光夫さん（１９９５年卒）からは「酪農柔道部か

らの国際協力」と題して、青年海外協力隊でアフリカ マラウイ

に派遣されていた当時の貴重なお話を伺うことができました。２

００３年から２年間マラウイで家畜人工授精師として国際貢献活

動に従事されていたことが述べられました。また、現地での生活

について写真をもとにお話され普段聞くことができない異国での

生活について知ることができました。 

 次に講演されたのは深川市在住の齋藤さおりさん（１９９５年

卒）からは地域の少年少女の柔道指導に携わってきたお話やお嬢

様をあの柔道上野３姉妹の上野巴恵さんの「やわら道場」に預

け、現在九州長崎の高校に柔道留学させていること、明るく全身

全霊で子供を教育する姿に感銘を受けました。 

 講演後は、懇親会を開催しました。懇親会では元柔道部顧問で

酪農学園大学名誉教授である安宅一夫先生からご挨拶をいただ

き、新たに副顧問を務めることになった私竹澤より乾杯の発声を

させていただきました。懇談では、終始懐かしくも和やかな時間

を過ごすことができました。また、終わりには恒例となる酪農賛

歌を歌い閉会となりました。 

           （文責 大学柔道部副顧問 竹澤雄太）  

酪農学園同窓会 

 編集後記 コロナ禍で３年間の行動制限も解除され、やっ

と北海道も平静な日常へと戻りつつありますが皆様はいかが

お過ごしでしょうか？ 

 今、構内では北海道の初夏を彩るニセアカシアの白い花が

咲き終わり、圃場のデントコーンも日々成長しています。 

 旅の機会がありましたら是非も爽やかな北海道＆母校にも

お立ち寄り下さい。  


